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「消費税増税ストップ！4･12国民大集会」の呼びかけ人が発起人になり、各種団体や各界を代表する人たちに広く呼びかけ、「消費税増税に反対するアピール」賛同運動がスタートしました。

国会では、野田内閣が消費税増税をめざし、自民党との「談合」や駆け引きを強め法案採決に向けて躍起になっています。しかし、小沢氏の増税反対表明や、ねじれ国会のもとで消費税増税法案阻止の可能性は広がっています。各種の世論調査でも、増税反対が半数以上にのぼり、その後も増え続けるなど変化が生まれています。多くの国民の声を国会へ届け、消費税増税と社会保障の改悪ストップを迫りましょう。
＜呼びかけ発起人＞　（第1次）
斎藤貴男さん(ジャーナリスト）、山根香織さん(主婦連合会会長）、伊藤真さん(伊藤塾塾長・弁護士）、沼倉優子さん(みやぎ生協副理事長）、宇都宮健児さん(弁護士)、崔洋一さん(映画監督）、大原穣子さん(方言指導）、大黒作治さん(全国労働組合総連合議長）、国分稔さん(全国商工団体連合会会長）

＜アピール賛同者＞　＊7月10日現在

立川談之助さん(落語家）、白簱史朗さん(山岳写真家）、金光威和雄さん(作曲家）、松野迅さん(ヴァイオリニスト）、面屋龍延さん（日本書店商業組合連合会副会長）、
●７月18日の国会内集会を一点共同の行動の場として大きく取り組みます●
「３党談合の大増税・社会保障改悪の押しつけは許さない！
参院で必ず廃案を求める７・18国会内集会」（案）

場所：衆院第２会館多目的会議室
　時間：13：30～15：00(予定)

主催：幅広い層に呼びかける「アピール賛同」の発起人を主催として取り組みます。
内容：アピール賛同者の参加とともに、共産党、社民党議員への参加をよびかけます。
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
岩手県議会が「消費税増税に反対する意見書」を賛成多数で可決

岩手県議会は９日、本会議で、消費税増税に反対する意見書を日本共産党、地域政党いわて、社民党、民主党の一部議員らの賛成多数で可決しました。反対は民主党の一部、自民党、公明党の議員ら。
　「意見書」は、「増税には国民の大半が反対の状況」で、「国民生活と経済活動に大きなマイナスの影響を与えかねない」と警告。東日本大震災で大きな痛手を受け「これから何とか立ち上がろうとしている岩手県をふくむ被災地や被災者にたいし、金銭的にも精神的にも大きな負担を課すもの」と告発。「十分な国民的議論を尽くし、経済環境なども十分に考慮し、さらには震災からの復興の進捗（しんちょく）状況を十分に見極める必要があることから、消費増税を行わないように強く要望する」としています。
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　このニュースは県各界連および加盟団体へ送っています。増し刷りしてご活用ください。



























































































































































